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記

　
山
田
辰
雄
教
授
は
定
年
ま
で
一
年
を
残
し
て
、
本
年
三
月
末
日
を

も
っ
て
本
塾
大
学
法
学
部
を
退
職
さ
れ
、
四
月
よ
り
新
た
に
放
送
大

学
教
授
に
就
任
さ
れ
る
。
こ
れ
を
記
念
し
、
特
集
と
し
て
編
集
さ
れ

た
論
文
集
が
本
号
で
あ
る
。
本
号
に
御
寄
稿
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の

顔
ぶ
れ
を
見
た
だ
け
て
も
、
山
田
先
生
の
塾
法
学
部
に
お
け
る
存
在

の
大
き
さ
が
理
解
で
き
る
。

　
山
田
先
生
は
長
年
、
塾
を
代
表
す
る
近
現
代
中
国
研
究
者
と
し
て

日
本
と
世
界
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
て
き
た
。
特
に
山
田
先
生
の
中

華
民
国
政
治
史
研
究
は
、
他
に
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
に
日
本
の
中

国
研
究
の
最
先
端
を
切
り
開
い
て
き
た
。
中
国
共
産
党
を
中
心
と
し

た
中
国
現
代
史
観
に
対
し
て
異
論
を
唱
え
た
「
民
国
史
観
」
、
あ
る

い
は
中
華
民
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
い
う
二
つ
の
時
期
の
連
関
性

を
指
摘
し
た
「
歴
史
的
連
続
性
」
の
議
論
は
、
近
年
の
現
代
中
国
学

界
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
山
田
先
生
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は

中
国
の
環
境
問
題
研
究
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
新
た
な
問

題
領
域
に
も
関
心
を
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
山
田
先
生
が
大
学
と
学
部
の
発
展
と
教
育
に
注
が
れ
た
熱
意
と
貢

献
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
山
田
先
生
は
平
成
七
年
か
ら
一
一
年
ま

で
の
四
年
間
、
法
学
部
長
の
職
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
一
九
九
八
年

に
は
政
治
学
科
開
設
百
年
が
あ
り
、
山
田
法
学
部
長
の
も
と
で
数
々

の
記
念
行
事
を
大
成
功
の
う
ち
に
無
事
終
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
ま
た
塾
創
立
一
二
五
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
慶

鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
で
は
日
本
の
現
代
東
ア

ジ
ア
研
究
の
中
心
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
は

山
田
先
生
が
所
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
一
九
八
O
年
代
末
か
ら
九
〇

年
前
半
に
か
け
て
の
六
年
間
に
形
づ
く
ら
れ
た
こ
と
も
記
憶
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

　
山
田
先
生
の
門
下
生
は
数
多
い
。
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
あ
る
が
、

こ
の
論
文
集
に
寄
稿
し
た
執
筆
者
に
も
、
山
田
先
生
の
も
と
で
薫
陶

を
受
け
た
研
究
者
が
多
い
。
わ
れ
わ
れ
の
願
い
は
、
本
論
文
集
に
よ

り
山
田
先
生
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
学
恩
に
少
し
で
も
報
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　
最
後
に
、
山
田
先
生
の
今
後
の
御
健
勝
と
さ
ら
な
る
御
発
展
を
切

に
祈
念
し
て
結
び
と
し
た
い
。
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四
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